
一 般 質 問 ＜ 代 表 ＞ 発 言 通 告 書

令和３年２月８日

長久手市議会議長 殿

会派名 公明党

長久手市議会議員 ささせ順子 ㊞

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
代 表 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

市民の命と生活を守る新型コロナウイルス感染症対策につ

いて

⑴ 新型コロナウイルスワクチン接種の円滑な接種体制の

構築について

ア 接種スケジュールはどのようか。

イ 市民への個別通知と接種勧奨の方法はどのようか。

ウ 接種後の健康被害相談と救済策はどのようか。

⑵ 感染者支援について

ア 感染者や医療従事者、家族などへの差別やいじめな

どの事例は発生したか。

イ 自宅療養者にパルスオキシメーターを貸与し、容体

変化に応じて医療機関と確実につながる体制を整えな

いか。

ウ 聴覚障がい者からの問い合わせ手段として、電話リ

レーサービス（代理電話支援）を周知してはどうか。

⑶ 生活の再建へ向けた支援と雇用対策について

ア コロナ禍における、生活困窮者自立支援制度の利用

実績はどのようか。



イ 一時的に困窮状態となった方の生活再建支援とし

てつなぎ雇用を創出する緊急雇用創出推進事業の実施

を検討しないか。

⑷ コロナ禍における諸課題について

ア ひとり親家庭で育つ子どもの養育費に係る相談状況

はどのようか。

イ 子どものいじめや悩み相談窓口にアプリを活用して

はどうか。

ウ 三密対策として自転車利用を促進するため、ヘルメ

ットの購入補助を設けないか。

エ 瀬戸市の山口地区は、地域のボランティアドライバ

ーによる買い物支援送迎サービス「やまぐちの親孝行」

の実証実験を開始したが、本市で実現するための課題

はどのようか。


